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会社概要

グローバル情報管理（GIM : Global Information Management) のリーディングカンパニー
  SDLのグローバル情報管理 (GIM)は、次のようなグローバル経営の効率化を支援します  

市 場 投 入 期 間 の 短 縮 ブランドの一貫性の確保

顧 客 満 足 度 の 向 上 コ ス ト の 削 減

• 35カ国 60カ所にオフィスを構え、175を超える言語への多言語化をサポート（対象言語を母国語とする現地の翻訳者による翻訳）
• 幅広い分野における実績と経験で、お客様のニーズに対応
• エンドツーエンド・グローバル情報管理 (GIM)アーキテクチャで、トータルソリューションを提供
• 経験豊富なコンサルタントによる BPR（ビジネスプロセス・リエンジニアリング）コンサルティングサービスを提供
• ローカリゼーション、グローバリゼーションの BPO(ビジネスプロセス・アウトソーシング）サービスを提供
• ソフトウェア製品、ハードウェア製品のローカリゼーションおよびグローバリゼーションを提供
• 専門性の高い翻訳とトランスクリエーション（翻訳にコピーライト的要素を加えた洗練された高品質な翻訳）を提供
• 効率的なローカリゼーション工程管理を実現する、翻訳管理システムを提供 

 – SDL Translation Management System, SDL World Server
• 自動翻訳とポストエディットを組み合わせたソリューションによる、コスト効率の高い翻訳サービスの提供

 – SDL Language Weaver
•  業界をリードする翻訳メモリ技術により、これまでにないスピードで翻訳プロジェクトを遂行することが可能に

 – SDL Trados Studio
• DITAに代表される構造化コンテンツ規格に準拠したコンポーネント・コンテンツ管理システムを提供 
コンテンツの再利用性を向上させ、結果的に大幅なコスト削減と市場投入期間の短縮 

 – SDL Trisoft (Structured Content Technologies)
• Webコンテンツ管理システムによるグローバルコンテンツ管理を提供

 – SDL Tridion (Web Content Management Solutions)

SDLの強み

• 1500社を超えるグローバル企業に対してランゲージ・サービスおよび 
ランゲージ・テクノロジーのトータルソリューションを提供

• 収益の 70%は、取引を開始してから3年を超えるお客様によって 
占められており、強い信頼を得ていることを証明

• 収益の 90%以上を英国以外の市場から得ており、SDLが真の意味で 
グローバル企業であることを証明

• 主に自動翻訳、クラウドソーシング、クラウドベースのソリューションへ投資
• 高い成長率と市場シェアの拡大により、FTSE 250銘柄に名を連ねるまで成長
• 2008年に 1億 5880万ポンドだった売上額が、2009年には 1億 7190万
ポンドに増加

• 4000万ポンドの純現金資産によって、企業としての柔軟性と安全性を保持
• 過去5年間で、9社のソフトウェアベンダーを買収し、幅広いソリューションを
提供 ― Trados（2005）、Tridion（2007）、Pass （2007）、Idiom（2008）、
Trisoft（2008）、XyEnterprise（2009）、Fredhopper（2010）、
Xopus（2010）、Language Weaver（2010）

SDLの主な実績

SDLは、グローバル企業が世界中にビジネスを展開する際に必要な、ブランドの認知から販売、アフターサービスに至
るまで、あらゆる情報を短期間で効率的に多言語化する「グローバル情報管理アーキテクチャ」を提供しています。

SDLの最高品質のランゲージ・サービスと、業界をリードするランゲージ・テクノロジーを組み合わせることで、コン
テンツの作成、管理、翻訳、パブリッシュに至るまで、「コストの削減・時間の短縮・品質の向上」が可能になります。
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コンテンツ作成 コンテンツ管理 翻訳管理
マルチチャネル
パブリッシング

顧客体験の
最適化

アドホックな自動翻訳 

ターゲティングと特定化支援 

コンテンツ分析 

印刷物、email、Web、
オンラインなど、多様なコンテンツ
形態での配信 

動的 /静的でのコンテンツ配信 

優れたパフォーマンス＆拡張性 

多言語コンテンツの集約管理手法 

翻訳者の効率性管理ツール 

翻訳プロセスの自動化 

グローバルコンテンツをサポート
するリポジトリ 

コンポーネント・コンテンツ管理＆
ブループリント 

ワークフロー＆バージョン管理 

ロールベースセキュリティー管理 

検索機能 

質の高いコンテンツ 

統一された用語管理 

自由な編集環境 （オンライン作成、
デスクトップ環境） 

翻訳サービス（ソフトウェア、ドキュメンテーション、オンラインヘルプ、Webページ、
パンフレット、マニュアル、e-learning、ソーシャルネットワークなど） 

ローカリゼーション、グローバリゼーションの BPR（ビジネスプロセス・リエンジニア
リング）コンサルティングサービス

ローカリゼーション、グローバリゼーションの BPO（ビジネスプロセス・アウトソー
シング）サービス 

QA テスティングおよびQAエンジニアリング（テストシナリオ作成、実機テスト、
エンジニアリングテスト、言語テストなど） 

トランスクリエーション（翻訳にコピーライト的要素を加えた洗練された高品質な翻訳） 

自動翻訳＋ポストエディットサービス 

DTP（デスクトップパブリッシング） 

ソフトウェア、ハードウェア製品のローカリゼーション 

マルチメディアのローカリゼーション（スタジオ完備） 

用語集・スタイルガイド作成および管理 

翻訳メモリー作成および管理 

原文修正支援 

プロジェクト管理 

グローバル情報管理 ( G I M )

SDLランゲージ・テクノロジー

SDLランゲージ・サービス

SDLのエンドツーエンド・グローバル情報管理 (GIM)アーキテクチャ

お問い合わせ：SDLジャパン株式会社
ランゲージサービス／ SDL GIMテクノロジー営業 (03-5720-2591)　　

SDL Trados営業 (03-5773-1471)　　SDL Tridion 営業 (03-5724-8750) 
FAX   03-5773-1472 、 Email: sales-jp@sdl.com

■日本法人 *2011年 3月現在

社 名： SDLジャパン株式会社
設 立： 1997年
資 本 金： 1,500万円 
代表取締役社長： 相馬正幸（そうま　まさゆき）
会 社 所 在 地： 〒153-0051 東京都目黒区上目黒 2-1-1 

中目黒ＧＴタワー 4階
業 務 内 容： 多言語化ローカリゼーション 

コンサルティングサービス 
ソフトウェア開発・販売・保守

従 業 員 数： 約 130名

■英国本社 *2011年 3月現在

社 名： SDL plc
設 立： 1992年
株 式 公 開： 英国ロンドン証券取引所 (LSE): SDL
経 営 陣： 上級会長　 Mark Lancaster 

最高経営責任者 John Hunter
本社所在地： Globe House Clivemont Road,  

Maidenhead, Berkshire, SL6 7DY, UK
海 外 拠 点： 35カ国、60都市
従 業 員 数： 約 2000名

■ SDLの主要顧客

■メンバーとなっている業界団体
DITAコンソーシアムジャパン（コンテンツローカリゼーション専門部会 議長）、テクニカルコミュニケーター協会 
LISA, OASIS, OASIS XLIFF Technical Committee, OSCAR, GALA, ALC, IAMT, TAUSなど 

www.sdl.com/jp
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